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第

九

十

七

号

議

案

 

  
 

江

戸

川

区

地

区

計

画

の

区

域

内

に

お

け

る

建

築

物

の

制

限

に

関

す

る

条

例

の

一

 
 

部

を

改

正

す

る

条

例

 

 

  

右

の

議

案

を

提

出

す

る

。

 

   
 

令

和

二

年

十

一

月

二

十

四

日

 

  

提

出

者

 
 

江

戸

川

区

長

 

斉

 
 

藤

 
 

 
 

猛
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東
京
都
市
計

画
瑞
江
駅
西

部
地
区
地
区

整
備
計
画
区

域 
 
 

 
 

住
居
街
区 

    

㈠ 

店
舗
、
飲
食
店
そ
の
他

こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
で

そ
の
用
途
に
供
す
る
部
分

の
床
面
積
の
合
計
が
、
千

五
百
㎡
を
超
え
る
建
築
物 

㈡ 

事
務
所
の
用
途
に
供
す

る
部
分
の
床
面
積
の
合
計

が
、
千
五
百
㎡
を
超
え
る

建
築
物 

 

㈣ 

ボ
ー
リ
ン
グ
場
、
ス
ケ

㈠ 

十
分
の

三
十
と
す

る
。
た
だ

し
、
幅
員

四
ｍ
の
道

路
の
み
に

接
す
る
敷

地
は
十
分

の
二
十
と

す
る
。 

㈡ 

法
第
五

 
 

百
㎡ 

 

建
築
物
の

外
壁
又
は
こ

れ
に
代
わ
る

柱
の
面
か
ら

区
画
道
路
境

界
線
及
び
都

市
計
画
道
路

境
界
線
ま
で

の
距
離
は
〇

五
ｍ
以
上
と

す
る
。 

㈠ 

幅
員
四

ｍ
以
上
六

ｍ
未
満
の

道
路
に
接

す
る
敷
地

に
あ
っ
て

は
十
ｍ
と

す
る
。 

㈡ 

幅
員
六

ｍ
以
上
九

ｍ
未
満
の

 
 

 

 

 
 

 

江

戸

川

区

地

区

計

画

の

区

域

内

に

お

け

る

建

築

物

の

制

限

に

関

す

る

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例

 

 

江

戸

川

区

地

区

計

画

の

区

域

内

に

お

け

る

建

築

物

の

制

限

に

関

す

る

条

例

（

平

成

七

年

三

月

江

戸

川

区

条

例

第

十

二

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。

 

 

第

十

三

条

の

二

第

一

項

た

だ

し

書

中

「

次

の

各

号

の

い

ず

れ

か

に

該

当

す

る

も

の

」

を

「

門

又

は

塀

で

、

高

さ

二

メ

ー

ト

ル

以

下

の

も

の

又

は

建

築

物

（

木

造

建

築

物

等

を

除

く

。

）

に

付

属

す

る

も

の

に

つ

い

て

」

に

改

め

、

同

項

各

号

を

削

る

。

 

第

十

六

条

第

一

項

中

「

、

第

九

条

及

び

第

十

三

条

の

二

」

を

「

及

び

第

九

条

」

に

改

め

、

同

条

に

次

の

一

項

を

加

え

る

。
 

３

 

法

第

三

条

第

二

項

の

規

定

に

よ

り

、

第

十

三

条

の

二

の

規

定

の

適

用

を

受

け

な

い

建

築

物

に

つ

い

て

、

増

築

、

改

築

、

大

規

模

の

修

繕

、

大

規

模

の

模

様

替

え

又

は

用

途

を

変

更

す

る

場

合

に

お

い

て

は

、

法

第

三

条

第

三

項

第

三

号

及

び

第

四

号

の

規

定

に

か

か

わ

ら

ず

、

規

則

で

定

め

る

範

囲

内

に

お

い

て

、

第

十

三

条

の

二

の

規

定

は

適

用

し

な

い

。

 

 

別

表

第

二

東

京

都

市

計

画

瑞

江

駅

西

部

地

区

地

区

整

備

計

画

区

域

の

項

を

次

の

よ

う

に

改

め

る

。

 

    
・ 



第９７号議案 

- 3 - 

 

 
 

 
 

 

 

近
隣
商
業

街
区 

 

沿
道
住
居

街
区 

 

 
 

  

㈠ 

ホ
テ
ル
、
旅
館
で
青
少

年
の
健
全
な
育
成
を
損
な

い
、
周
辺
環
境
と
の
調
和

を
逸
し
た
も
の 

㈡ 

デ
ー
ト
ク
ラ
ブ 

㈢ 

マ
ー
ジ
ャ
ン
屋
、
ぱ
ち

ん
こ
屋
、
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ

ー
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す

る
も
の 

ホ
テ
ル
、
旅
館
で
青
少
年

の
健
全
な
育
成
を
損
な
い
、

周
辺
環
境
と
の
調
和
を
逸
し

た
も
の 

㈢  

ホ
テ
ル
又
は
旅
館 

㈣ 

ボ
ー
リ
ン
グ
場
、
ス
ケ

ー
ト
場
、
水
泳
場
、
ス
キ

ー
場
、
ゴ
ル
フ
練
習
場
又

は
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
練
習
場 

㈠ 

十
分
の

三
十
と
す

る
。
た
だ

し
、
幅
員

四
ｍ
の
道

路
の
み
に

接
す
る
敷

地
は
十
分

の
二
十
四

と
す
る
。 

㈡ 

法
第
五

十
九
条
の

二
の
規
定

は
適
用
し

な
い
。 

㈡ 

法
第
五

十
九
条
の

二
の
規
定

は
適
用
し

な
い
。 

 
 

 
 

す
る
。 

 

ｍ
未
満
の

道
路
に
接

す
る
敷
地

に
あ
っ
て

は
十
六
ｍ

と
し
、
か

つ
、
次
の

算
定
式
に

よ
り
求
め

ら
れ
る
高

さ
と
す
る

 

Ｈ
＝
一

二
五
×
Ｌ

＋
十
（
ｍ 

Ｈ
：
建

築
物
の
各

部
分
の
高

さ
（
ｍ
） 

Ｌ:

壁

面
の
位
置

の
制
限
と

し
て
定
め

ら
れ
た
限

度
の
線
か

ら
の
水
平

距
離
（
ｍ 

㈢ 

幅
員
九

ｍ
以
上
の

道
路
に
接

す
る
敷
地

に
あ
っ
て

は
十
六
ｍ

と
し
、
か

つ
、
次
の

算
定
式
に

よ
り
求
め

ら
れ
る
高

さ
と
す
る

 

Ｈ
＝
一

二
五
×
Ｌ

＋
十
三
ｍ

 
 

Ｈ
：
建

築
物
の
各

部
分
の
高

さ
（
ｍ
） 

Ｌ
：
壁

面
の
位
置

の
制
限
と

し
て
定
め

ら
れ
た
限

 
 

 
 

 

・ 

                   

） ） 。 。 

・ 

( 
)  



第９７号議案 

- 4 - 

 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

度
の
線
か

ら
の
水
平

距
離
（
ｍ 

㈣ 

都
市
計

画
道
路
に

接
す
る
敷

地
に
あ
っ

て
は
十
六

ｍ
と
す
る

た
だ
し
、

近
隣
商
業

街
区
に
お

い
て
敷
地

面
積
（
近

隣
商
業
街

区
と
そ
の

他
の
街
区

に
わ
た
る

場
合
は
そ

れ
ぞ
れ
の

敷
地
面
積

を
合
計
し

た
も
の
と

す
る
。
）

が
三
百
㎡

以
上
で
、

そ
の
敷
地

内
に
日
常

一
般
に
公

開
さ
れ
た

空
地
（
敷

地
面
積
の

十
分
の
一

以
上
）
を

有
す
る
も

の
に
つ
い

て
は
二
十

ｍ

と
す
る 

㈤ 

高
さ
が

十
ｍ
を
超

え
る
建
築

物
は
冬
至

日
の
真
太

陽
時
に
よ

る
午
前
八

時
か
ら
午

後
四
時
ま

で
の
間
に

お
い
て
、

地
盤
面
か

ら
の
高
さ

 
 

 

 

                   

） 。 。 
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ら
の
高
さ

が
四
ｍ
の

水
平
面
に

敷
地
境
界

線
か
ら
の

水
平
距
離

が
五
ｍ
を

超
え
十
ｍ

以
内
の
範

囲
に
お
い

て
は
五
時

間
以
上
、

十
ｍ
を
超

え
る
範
囲

に
お
い
て

は
、
三
時

間
以
上
、

日
影
と
な

る
部
分
を

生
じ
さ
せ

る
こ
と
の

な
い
高
さ

と
す
る
。

 
 

な
お
、 

同
一
の
敷

地
内
に
二

以
上
の
建

築
物
が
あ

る
場
合
に

お
い
て
は

こ
れ
ら
の

建
築
物
を

一
の
建
築

物
と
み
な

す
。 ま

た
、 

緩
和
に
関

す
る
措
置

は
令
第
百

三
十
五
条

の
十
二
に

定
め
る
も

の
と
す
る 

㈥ 

法
第
五

十
九
条
の

二
の
規
定

は
適
用
し

な
い
。 

 
 

 

 

。 、 
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別

表

第

二

の

二

中

「

は

耐

火

建

築

物

」

の

下

に

「

又

は

壁

、

柱

、

床

そ

の

他

の

建

築

物

の

部

分

及

び

外

壁

開

口

部

設

備

が

令

第

百

三

十

六

条

の

二

第

一

号

イ

若

し

く

は

ロ

に

定

め

る

技

術

的

基

準

に

適

合

す

る

も

の

で

、

法

第

六

十

一

条

の

規

定

に

基

づ

き

国

土

交

通

大

臣

が

定

め

た

構

造

方

法

を

用

い

る

も

の

若

し

く

は

国

土

交

通

大

臣

の

認

定

を

受

け

た

も

の

」

を

加

え

、

「

令

第

百

三

十

六

条

の

二

に

規

定

す

る

技

術

的

基

準

に

適

合

す

る

建

築

物

」

を

「

壁

、

柱

、

床

そ

の

他

の

建

築

物

の

部

分

及

び

外

壁

開

口

部

設

備

が

令

第

百

三

十

六

条

の

二

第

一

号

イ

若

し

く

は

ロ

、

第

二

号

イ

若

し

く

は

ロ

若

し

く

は

第

五

号

に

定

め

る

技

術

的

基

準

に

適

合

す

る

も

の

で

、

法

第

六

十

一

条

の

規

定

に

基

づ

き

国

土

交

通

大

臣

が

定

め

た

構

造

方

法

を

用

い

る

も

の

若

し

く

は

国

土

交

通

大

臣

の

認

定

を

受

け

た

も

の

」

に

改

め

る

。

 

 

付

 

則

 

こ

の

条

例

は

、

公

布

の

日

か

ら

施

行

す

る

。

 

   

（

説

明

）

 

 

建

築

基

準

法

（

昭

和

二

十

五

年

法

律

第

二

百

一

号

）

及

び

東

京

都

建

築

安

全

条

例

（

昭

和

二

十

五

年

東

京

都

条

例

第

八

十

九

号

）

の

改

正

に

伴

い

、

建

築

物

の

構

造

に

関

す

る

防

火

上

の

制

限

を

変

更

す

る

ほ

か

、

規

定

を

整

備

す

る

必

要

が

あ

る

の

で

、

本

案

を

提

出

い

た

し

ま

す

。

 
 


